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文里湾横断道路を都市計画道路に追加しました

問合せ　下記参照
　

巨
大
地
震
へ
の
備
え
と
し

て
、
被
災
時
の
避
難
路
及
び
避

難
場
所
と
し
て
の
利
用
、
効
果

的
な
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
の
確

立
、
並
び
に
近
隣
町
と
の
地
域

間
を
結
ぶ
交
通
網
の
形
成
な

ど
、
多
く
の
役
割
を
担
う
重
要

な
路
線
と
し
て
、「
文
里
湾
横

断
道
路
」
を
都
市
計
画
道
路
へ

追
加
し
ま
し
た
。

■
概
要

◇
名
称　

３
・
５
・
15
号　

文

里
湾
横
断
道
路

◇
起
点　
文
里
二
丁
目

「田辺市景観計画（改定案）」に対する
市民の皆さんのご意見をお聞かせください

問合せ　都市計画課 庶務係（☎ 0739-26-9937）

◇
終
点　
新
庄
町
字
東
跡
ノ
浦

◇
延
長　
約
１
７
２
０
ｍ

◇
車
線
数　
２
車
線

◇
幅
員　
14
ｍ

◇
都
市
計
画
道
路
変
更
日

7
月
22
日

　

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
都
市
計
画
課 

計
画
整
備
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
７

☆

h
ttp
://w

w
w
.city

.
tan
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e.lg.jp

/keikaku
/

index.htm
l

■概要図

　

今
回
、
本
宮
大
社
周
辺
と
鬪

雞
神
社
周
辺
、
中
心
市
街
地
の

現
状
に
合
わ
せ
た
景
観
計
画
に

変
更
し
た
い
と
考
え
、
素
案
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

【
住
民
説
明
会
（
本
宮
会
場
）】

☆
９
月
26
日
㊍

　

19
時
〜
20
時

☆
本
宮
行
政
局
３
階
「
大
会
議

室
」

【
住
民
説
明
会
（
田
辺
会
場
）】

☆
９
月
27
日
㊎

　

19
時
〜
20
時

☆
本
庁
別
館
３
階「
大
会
議
室
」

【
意
見
募
集
】

■
意
見
募
集
期
間

９
月
２
日
㊊
〜
10
月
３
日
㊍

﹇
必
着
﹈

■
意
見
を
提
出
で
き
る
方

◇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

◇
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所

を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の

他
の
団
体

◇
市
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所

に
勤
務
す
る
方

◇
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
方

◇
右
記
に
掲
げ
る
方
の
ほ
か
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に
係

る
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る

個
人
及
び
法
人
そ
の
他
の
団
体

■
意
見
の
提
出
方
法

　

所
定
の
様
式
（
備
付
け
場
所

に
設
置
）
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
等
を
ご
記
入
の
上
、
各
提

出
先
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く

か
、郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
・
口
頭
で
の
受

付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
意
見
の
公
表

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
の
概

要
及
び
こ
れ
に
対
す
る
市
の
考

え
方
を
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
公
表
し
ま

す
。
た
だ
し
、
一
人
ひ
と
り
の

ご
意
見
に
対
し
て
市
の
考
え
方

を
お
示
し
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
備
付
け
場
所
・
提
出
先

◇
都
市
計
画
課 

庶
務
係

〒
６
４
６
―

８
５
４
５

新
屋
敷
町
１

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
６
０
１
６

☆tosh
ikeikaku

@
city.

tanabe.lg.jp

☆

h
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w
w
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.
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ab
e.lg.jp

/keikaku
/

index.htm
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◇
各
行
政
局
産
業
建
設
課

19
ペ
ー
ジ
参
照

10 月から年金生活者支援給付金制度がはじまります

問合せ　下記参照

行政改革に取り組んでいます

問合せ　総務課 庶務係（☎ 0739-26-9916）
　

市
で
は
、
現
在
、「
田
辺
市

行
政
改
革
第
４
次
実
施
計
画

（
平
成
29
〜
令
和
3
年
度
）」
に

基
づ
い
て
、
具
体
的
な
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。
計
画
の
進
捗

状
況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
上
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆

h
ttp
://w

w
w
.city

.
ta n
ab
e.lg

.jp
/so
u
m
u
/

gyokaku/index.htm
l

■田辺市行政改革第 4次実施計画（平成 29 ～令和 3年度）取組状況一覧表

重点項目
実施計画全体

取組項目数
（A）

目標到達項目数
（B）

到達割合
（B/A）

財政効果額
（千円）

1-1 市民参画と協働の推進 5 4 80.0％ ０
1-2 民間活力の導入 1 0 0.0% ０
1-3 市政の透明性の確保 1 1 100.0％ ０
1-4 環境に配慮した行政の推進 3 3 100.0％ ０
2-1 事務事業の見直し 2 1 50.0％ ０
2-2 市民サービスの向上と ICT の活用 6 4 66.7％ ０
2-3 人材育成等の推進 2 2 100.0％ ０
2-4 危機管理能力の向上 5 2 40.0％ ０
3-1 組織・機構、体制の見直し 1 1 100.0％ ０
3-2 定員の適正管理と給与等の適正化 2 0 0.0％ ０
3-3 財政の健全化 11 7 63.6％ 77,616
3-4 公有財産の適正管理 5 3 60.0％ 8,460

計 44 28 63.6％ 86,076
※「財政効果」については、効果額が判明しているものに限っており、歳出削減額と歳入面の
　効果額の合計です。

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
、

年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
取
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手

続
は
、
日
本
年
金
機
構
（
年
金

事
務
所
）
が
実
施
し
ま
す
。

☆
①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
で
、
次
の
要
件
を
全

て
満
た
し
て
い
る
方

◇
65
歳
以
上

◇
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非

課
税

◇
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得

額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

②
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
で
、
前
年
の
所
得
額
が

約
４
６
２
万
円
以
下
の
方

③
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
で
、
前
年
の
所
得
額
が

約
４
６
２
万
円
以
下
の
方

■
請
求
手
続

◇
平
成
31
年
4
月
1
日
以
前
か

ら
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　

対
象
と
な
る
方
に
は
日
本
年

金
機
構
か
ら
請
求
手
続
の
ご
案

内
が
9
月
上
旬
か
ら
順
次
届
き

ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）

に
氏
名
等
を
記
入
し
、
切
手
を

貼
っ
て
投
函
す
る
か
、
年
金
事

務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
12
月
末
ま
で
に
手
続
さ
れ
る

と
10
月
分
ま
で
遡
っ
て
支
払
わ

れ
ま
す
が
、
令
和
２
年
１
月
以

降
に
請
求
手
続
さ
れ
る
と
、
請

求
月
の
翌
月
分
か
ら
の
給
付
と

な
り
ま
す
。

◇
平
成
31
年
4
月
2
日
以
降
に

年
金
を
受
給
し
は
じ
め
た
方

　

各
基
礎
年
金
の
請
求
と
併
せ

て
年
金
事
務
所
又
は
市
役
所
で

手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

■
給
付　
月
額
約
５
０
０
０
円

（
条
件
に
よ
り
違
い
ま
す
。ま
た
、

金
額
は
物
価
変
動
に
よ
り
毎
年

度
改
定
さ
れ
ま
す
。）
を
、
年

金
の
支
給
日
に
年
金
と
同
じ
口

座
に
振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他　
日
本
年
金
機
構
や

厚
生
労
働
省
を
装
っ
た
不
審
な

電
話
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☆
◇
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
方

☎
０
３
（
５
５
３
９
）
２
２
１
６

◇
田
辺
年
金
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
０
４
３
２

◇
田
辺
年
金
事
務
所
新
宮
分
室

☎
０
７
３
５
（
２
２
）
８
４
４
１
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消費税率改定に伴う水道使用料と各種分担金が変わります

問合せ　下記参照

　10月１日㊋の消費税率改定により、水道使用料と各種分担金を次のとおり変更させていただきます。ただし、
水道使用料については、経過措置により、改定日の前からご使用の場合の10月請求（８月、９月ご使用分）及
び11月請求（９月、10月ご使用分）には旧税率が適用されます。
■水道使用料について
　ご使用頂いている水道メーター口径ごとの基本料金と、使用された水量に対する従量料金の合計額にな
ります。
■使用料計算表

口径区分 基本料金
従量料金

１～ 20㎥ 21 ～ 40㎥ 41 ～ 60㎥ 61 ～ 80㎥ 81 ～ 140㎥ 141㎥～

13㎜ 2,420 円
（2,376 円）

基本料金に含む。 99 円 /㎥
（97.2 円 /㎥）

132 円 /㎥
（129.6 円 /㎥）

165 円 /㎥
（162 円 /㎥）

220 円 /㎥
（216 円 /㎥）

242 円 /㎥
（237.6 円 /㎥）

20㎜ 3,520 円
（3,456 円）

25㎜ 4,840 円
（4,752 円）

30㎜ 5,500 円
（5,400 円）

132 円 /㎥
（129.6 円 /㎥）

132 円 /㎥
（129.6 円 /㎥）

165 円 /㎥
（162 円 /㎥）

40㎜ 10,120 円
（9,936 円）

50㎜ 16,060 円
（15,768 円）

75㎜ 37,400 円
（36,720 円）

100㎜ 63,800 円
（62,640 円）

■宅地造成に係る分担金について
　自ら専用する住宅を建築するための造成に
あっては、当該宅地の総面積から 200㎡を
控除した面積となります。

■中高層建築に係る分担金について
　地上 4階以上の建築物の床面積の合計か
ら 500㎡を控除した面積に係る分担金です。

【
水
道
ご
使
用
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願

い
】

■
水
道
の
検
針
は
2
か
月
ご
と
で
す

　

検
針
員
が
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て

使
用
水
量
を
測
定
す
る
た
め
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
物
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
定
期
的
に
水
漏
れ
（
漏
水
）
が
な

い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

漏
水
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
水
道

使
用
料
は
使
用
者
の
ご
負
担
に
な
り

ま
す
。
全
て
の
蛇
口
を
閉
め
て
も
水

道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
直
径

約
１
㎝
の
銀
色
の
円
盤
）
が
回
っ
て

い
た
ら
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
家
屋
や
敷
地
内
の
漏
水
に
つ
い

て
は
使
用
者
で
修
理
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
市
指
定
の
水
道

業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
で
の
漏
水
に

つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
か
ら
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で
下
記
へ
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
水
道
ご
使
用
料
の
お
支
払
い
方
法

は
便
利
な
口
座
振
替
が
お
勧
め

　

市
内
に
店
舗
が
あ
る
金
融
機
関
等

か
ら
の
口
座
振
替
が
可
能
で
す
。
登

録
手
続
は
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
又

は
下
記
で
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
日

は
検
針
月
翌
月
の
10
日
で
す
。

　

ま
た
、
納
付
書
で
の
お
支
払
い
の

場
合
は
、
納
付
書
記
載
の
銀
行
・
郵

便
局
・
協
同
組
合
等
の
金
融
機
関
及

び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
ご

入
金
頂
け
ま
す
。

■
お
引
っ
越
し
等
で
水
道
を
使
用
さ

れ
な
く
な
る
場
合

　

左
記
又
は
各
行
政
局
（
19
ペ
ー
ジ

参
照
）
へ
使
用
中
止
の
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
ご
連
絡
頂
け
な
い
場

合
は
、
水
道
使
用
中
と
み
な
し
、
使

用
さ
れ
な
く
て
も
基
本
料
金
が
か
か

り
ま
す
。お
引
っ
越
し
を
さ
れ
る
方
、

長
期
間
水
道
の
ご
使
用
予
定
が
な
い

場
合
な
ど
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
使
用
中
止
（
閉
栓
）
さ
れ
た
後
に
、

再
度
水
道
を
ご
使
用
さ
れ
る
場
合
は

左
記
で
の
開
栓
手
続
が
必
要
で
す
。

■
使
用
者
が
変
わ
る
場
合

　

届
出
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
左
記
又
は
各
行
政
局
へ

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
水
道
部

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
０
０
１
１　

※
夜
間
休
日
受
付

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
７
９
２
０　

■給水装置新設等に係る分担金について
口径区分 13㎜ 20㎜ 25㎜ 30㎜ 40㎜

分担金 66,000 円
（64,800 円）

94,600 円
（92,880 円）

187,000 円
（183,600 円）

286,000 円
（280,800 円）

572,000 円
（561,600 円）

口径区分 50㎜ 75㎜ 100㎜ 125㎜ 150㎜

分担金 946,000 円
（928,800 円）

2,640,000 円
（2,592,000 円）

5,720,000 円
（5,616,000 円）

10,340,000 円
（10,152,000 円）

16,500,000 円
（16,200,000 円）

宅地面積 500㎡以下 500㎡を超える部分

分担金 165 円 /㎡
（162 円 /㎡）

715 円 /㎡
（702 円 /㎡）

階数 4 階以上
6階まで

7階以上
10 階まで 11 階以上

分担金 2,200 円 /㎡
（2,160 円 /㎡）

4,400 円 /㎡
（4,320 円 /㎡）

8,800 円 /㎡
（8,640 円 /㎡）

※ 8・9ページの表中の金額には、それぞれ消費税及び地方消費税相当額が含まれています。また、カッ
コ内は旧税率の金額です。

使用料計算例
メーター口径が 13㎜で 2か月間に 63㎥ご使用になった場合

基本料金
2,420 円 + 従量料金 21㎥～ 40㎥（20㎥× 99 円） + 従量料金 41㎥～ 60㎥（20㎥× 132 円） + 従量料金 61㎥～ 63㎥（3㎥× 165 円） ＝ 請求額

7,535 円

パイロットマーク
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25%もお得な
プレミアム付商品券

田辺市プレミアム付商品券購入引換券を発送します

問合せ　田辺市プレミアム付商品券事業窓口（☎ 0739-33-7492）

世界遺産鬪雞神社創建千六百年を記念した
各種事業を開催します

問合せ　下記参照

国民健康保険（国保）保険証が 10 月１日から切り替わります

問合せ　保険課 庶務係（☎ 0739-26-9924）

田
辺
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
購
入
引
換
券
の
申
請
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か

　

７
月
下
旬
に
、
今
年
度
住
民

税
が
非
課
税
の
方
に
、
田
辺
市

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引

換
券
交
付
申
請
書
等（
以
下「
申

請
書
」）
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
申
請
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
に
よ
り
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

購
入
引
換
券
申
請
場
所
へ
お
持

ち
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
購
入
引
換
券
交
付
申
請

11
月
29
日
㊎
ま
で

■
購
入
引
換
券
申
請
場
所

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
窓

口
（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2

階
）、
各
行
政
局
住
民
福
祉
課

（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）

田
辺
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
購
入
引
換
券
の
発
送

　

商
品
券
の
購
入
対
象
者
（
住

民
税
非
課
税
者
・
子
育
て
世
帯
）

に
は
、
９
月
上
旬
か
ら
田
辺
市

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引

換
券
を
順
次
発
送
し
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
購
入
引
換

券
・
本
人
確
認
書
類
・
購
入
代

金
を
お
持
ち
の
上
、
最
寄
り
の

郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
除
く
。）

で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

■
購
入
場
所　
市
内
27
郵
便
局

（
簡
易
郵
便
局
除
く
。）

■
購
入
期
間　
10
月
１
日
〜
令

和
2
年
２
月
29
日（
平
日
の
み
。）

※
田
辺
郵
便
局
は
、
㊏
も
商
品

券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
期
間　
10
月
１
日
〜
令

和
2
年
３
月
31
日　

※
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
商
品

券
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
商
品
券
の
払
い
戻
し
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
利
用
可
能
店
舗　
商
品
券
購

入
引
換
券
に
同
封
の
田
辺
市
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
加
盟
店
一

覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
加
盟
店
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

購
入
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方

で
購
入
引
換
券
が
届
か
な
い
方

は
、上
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆http://w
w
w
.city.tanabe.

lg.jp/fukushi/index.htm
l

　

新
し
い
保
険
証
は
、
一
般
被
保

険
者
は
桜
色
、
退
職
被
保
険
者

は
黄
緑
色
で
す
。
10
月
１
日
以

降
、
医
療
機
関
等
に
掛
か
る
と

き
は
、
必
ず
新
し
く
発
行
さ
れ

た
保
険
証
を
医
療
機
関
等
の
受

付
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
は
９
月
下
旬

に
簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
し
ま

す
。
も
し
、
９
月
末
ま
で
に
届

か
な
い
場
合
は
、
上
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
古
い

保
険
証
は
、
10
月
１
日
以
降
に

返
却
又
は
裁
断
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

■
国
保
の
被
保
険
者
と
は

　

職
場
の
健
康
保
険
の
加
入

者
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入

者
及
び
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
を
除
い
て
、
75
歳
未
満
の

全
て
の
方
が
国
保
の
被
保
険
者

と
な
り
、
国
保
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
保
で
は
、
加
入
し
て
い
る

一
人
ひ
と
り
を
被
保
険
者
と
言

い
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
税
の

納
付
は
、
世
帯
ご
と
に
世
帯
主

が
行
い
ま
す
。

■
届
出
が
遅
れ
る
と

　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
保

険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の
間
の

医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に

な
っ
た
り
、
保
険
税
を
遡
っ
て

納
め
た
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、「
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
」
な
ど
の
際

に
、
国
保
の
脱
退
届
が
遅
れ
、

国
保
の
保
険
証
を
使
用
さ
れ
た

場
合
は
、
国
保
で
負
担
し
た
医

療
費
を
後
で
返
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
保
険
証
の
取
扱
い
は
大
切
に

◇
被
保
険
者
全
員
分
の
保
険
証

は
あ
り
ま
す
か
。

◇
記
載
事
項
に
間
違
い
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

◇
保
険
証
は
台
紙
か
ら
は
が
し

て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

◇
紛
失
や
破
れ
た
場
合
は
、
再

交
付
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き
や
他
の
市
町
村
に
転
出

す
る
と
き
は
、
届
出
を
し
て
保

険
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
修
学
の
た
め
他
市
町
村
に
転

出
す
る
と
き
は
、
申
請
に
よ
っ

て
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。

◇
保
険
証
の
貸
し
借
り
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
保
険
証
の
カ
バ
ー
に
つ
い
て

　

上
記
又
は
各
行
政
局
住
民
福

祉
課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

観
月
祭
及
び
鬪
雞
神
社
創
建

千
六
百
年
記
念
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト

　

鬪
雞
神
社
主
催
の
「
観
月
祭
」
と

世
界
遺
産
鬪
雞
神
社
創
建
千
六
百
年

記
念
事
業
推
進
協
議
会
の
主
催
「
鬪

雞
神
社
創
建
千
六
百
年
記
念
奉
納
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
同
日
に
開
催
し
、
地

元
出
身
者
や
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、
音
楽

祭
を
実
施
し
ま
す
。

☆
☆
９
月
14
日
㊏　

18
時
〜

☆
鬪
雞
神
社　

境
内
特
設
舞
台

※
雨
天
時
は
、
鬪
雞
神
社
会
館
内
で

実
施
し
ま
す
。

☆
◇
観
月
祭

・
観
月
祭
の
儀
式

・
地
元
関
係
者
及
び
鬪
雞
神
社
に
関

係
し
た
方
々
の
音
楽
演
奏

◇
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト

・
出
演
者　

Ｖバ

イ

オ

リ

ズ

ム

Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｚ
Ｍ
（
バ

イ
オ
リ
ン
３
名
と
ピ
ア
ノ
１
名
の
ユ

ニ
ッ
ト
）

・
鬪
雞
神
社
創
建
千
六
百
年
記
念
を

テ
ー
マ
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
奉
納

田
辺
薪た

き
ぎ
の
う能

　

鬪
雞
神
社
の
境
内
特
設
舞
台
に
お

い
て
、「
田
辺
薪
能
」（
能
楽
）
を
開

催
し
、
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
方
に

日
本
の
伝
統
芸
能
に
触
れ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

☆
９
月
28
日
㊏

☆
18
時
〜
20
時
頃
（
開
場
17
時
30
分

〜
）

☆
鬪
雞
神
社　

境
内
特
設
舞
台

※
雨
天
時
は
、
紀
南
文
化
会
館
「
小

ホ
ー
ル
」
で
実
施
し
ま
す
。

☆
◇
観
世
流
舞
囃
子　
安あ
た
か宅

◇
観
世
流
舞
囃
子　
船ふ
な
べ
ん
け
い

弁
慶

◇
大
蔵
流
狂
言　
太た
ち
う
ば
い

刀
奪

◇
観
世
流
能　
土つ
ち
ぐ
も

蜘
蛛

☆
◇
一
般　
２
０
０
０
円

◇
中
高
生　
１
０
０
０
円

※
同
伴
の
小
学
生
は
無
料
。
未
就
学

児
入
場
不
可

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　
紀
南
文
化
会

館
、
株
式
会
社
紀
伊
民
報
、
田
辺
商

工
会
議
所
、
田
辺
観
光
協
会
（
田
辺

市
観
光
振
興
課
内
）、
鬪
雞
神
社

【
青
耀
会
能
楽
太
鼓
発
表
会
】

☆
☆
９
月
28
日
㊏　

15
時
〜
17
時
頃

☆
鬪
雞
神
社　

境
内
特
設
舞
台

※
雨
天
時
は
、
紀
南
文
化
会
館
「
小

ホ
ー
ル
」
で
実
施
し
ま
す
。

☆
◇
能
楽
愛
好
者
に
よ
る
賛
助
発
表

奉
納
落
語
公
演

☆
11
月
14
日
㊍

☆
18
時
30
分
〜
21
時
頃（
開
場
18
時
〜
）

☆
紀
南
文
化
会
館
４
階「
小
ホ
ー
ル
」

☆
世
界
遺
産
鬪
雞
神
社
創
建

１
６
０
０ 

年
を
記
念
し
た
奉
納
落

語
公
演
で
す
。
故
五
代
目 

桂
文
枝

が
世
界
遺
産
登
録
を
機
に
創
作
し

た
「
熊
野
詣
」
を
門
弟
の
四
代 

桂

会◇
田
辺
っ
子
能
楽
座
発
表
会
（
田
辺

第
一
小
学
校
６
年
生
４
名
に
よ
る
太

鼓
の
披
露
）

小こ
ぶ
ん
し

文
枝
が
披
露
。
市
出
身
の
桂

三さ
ん
ぽ歩
、
五
代
目
文
枝
直
弟
子
の
桂

坊ぼ
う
し枝
が
当
地
に
ち
な
ん
だ
「
船
弁

慶
」、
和
歌
山
弁
落
語
で
人
気
の

桂
枝し
そ
ま
る

曾
丸
、
四
代
小
文
枝
門
弟
の

桂
小こ

き
ん
ら
が
来
演
し
、
生
演
奏

の
お
囃
子
で
見
ど
こ
ろ
満
載
の
奉

納
落
語
会
で
す
。 

◇
出
演
者　
桂
小
文
枝
、桂
三
歩
、

桂
坊
枝
、
桂
枝
曾
丸
、
桂
小
き
ん
、

入い
り
た
に谷

和か
ず
め女

（
寄
席
三
味
線
）

☆
小
学
生
以
下
は
入
場
不
可

☆
４
０
０
名﹇
先
着
﹈（
全
席
指
定
）

☆
◇
前
売
券　
２
０
０
０
円

◇
当
日
券　
２
５
０
０
円

☆
９
月
24
日
㊋
9
時
〜
、
紀
南
文

化
会
館
窓
口
（
9
時
〜
19
時
・
㊌

休
み
）
で
入
場
券
を
ご
購
入
く
だ

さ
い
。
な
お
、
電
話
予
約
や
入
場

券
の
取
り
置
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

▲土蜘蛛（生原良幸　撮影）

☆
世
界
遺
産
鬪
雞
神
社
創
建

千
六
百
年
記
念
事
業
推
進
協
議
会 

事
務
局
（
観
光
振
興
課
内
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
９ ▲桂小文枝


